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２Ｈ０４ 

プロダクト・イノベーションとプロセス・イノベーションの共進化 

 

 
○小沢一郎（専修大学） 

 

 

 
１．はじめに 

 企業が長期的に社会から必要とされる結果として生存を続け，さらに競争上の優位性獲得を狙うため

には，様々なイノベーションに対してどのように対応するか，或いは，いかに自ら積極的にイノベーシ

ョンを成し遂げるかが大きな要因である。本報告ではこの基本的認識に基づき，これまでのイノベーシ

ョン研究の基軸の一部分を構成しているプロダクト・イノベーションとプロセス・イノベーションに関

して再考する。そして，未だ試論段階ではあるが，それら２つのイノベーションの共進化から成る「プ

ロ２・イノベーション」を定義し，事例と共にそのプロ２・イノベーションの意義を考察すること，を

本報告の目的とする。 

 

２．プロセス概念の拡張 

 Abernathy ＆ Utterback（1978）が，プロダクト・イノベーションとプロセス・イノベーションの

発生確率をまとめたＡＵモデルにおける「プロセス」は生産工程を意味していたが，まず，このプロセ

ス概念を拡張し，階層性を意識した５つのタイプとして＜図－１．プロセスの階層＞のようにまとめた。 

 

＜図－１．プロセスの階層＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   ＊（出所）小沢（2012） 
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 プロセスの５階層を以下に説明する。 

 【タイプＡ】のプロセスは「Ｌ社によるＸ製品の生産プロセス」と記載したが，これは或る企業にお

ける或る製品の「生産プロセス」（Manufacturing Process：MP）である。 
 【タイプ B】のプロセスは「L 社における X 製品のビジネス・プロセス」と記載したが，これは或る

企業における或る製品の生産プロセスを含む「ビジネス・プロセス」（Business Process：BP）全体を

指している。 
 【タイプＣ】のプロセスはＸ製品を軸にして，或る企業Ｌ社の前後を包含してユーザーに届くまでの

「サプライチェーン・プロセス」（Supply Chain Process：SCP）を指している。 
【タイプＤ】のプロセスは，タイプＣでユーザーに届いたＸ製品を通してユーザーがベネフィットを

得てから廃棄するまでのプロセスも含んだものであり，Ｘ製品の「ライフサイクル・プロセス：LCP」
と言うことができる。 
 【タイプ E】のプロセスはさらに視野が拡張されて，X 製品を含むシステムのトータルプロセスを指

しているが，例えば同一データを利用する製品群（複数企業が提供しているとして）があり，大きなシ

ステムを構成している場合を想定している。ユーザーは購入したデータを X 製品で利用し，Y 製品・Z
製品へとデータ移行してそれぞれの製品とプロセスから各種ベネフィットを得た後に不要となったデ

ータを廃棄するまでの「システムズ・トータル・プロセス」（System’s Total Process：STP）を指して

いる。 

 

３．プロ２・イノベーション 

本報告では，プロ２・イノベーションを「プロダクト・イノベーションと拡張概念のプロセス・イノ

ベーションが共進するイノベーション」と定義して，２つの類型を包含するものとする。プロ２・イノ

ベーションの事例を精査していくと，まずプロダクト・イノベーションとプロセス・イノベーションが

ほぼ同時に進行した事例があるのでこれを「クオンタム・リープ型（Quantum Leap Type）」とする。

また一方で，プロダクト・イノベーションとプロセス・イノベーションがある期間をかけて交互に編み

上げるように進行していくものも存在する。プロダクトのイノベーションが新たなプロセスを可能とし，

その新プロセスによって新たなプロダクト・イノベーションが誘発されていく連鎖的状況に対して「編

み上げる（Braid Up）」との表現を用いて，「ブレイド・アップ型（Braid Up Type）」とする。 
＜図－２．プロ２・イノベーション（２類型）＞にこれらを図示するが，前述のようにある期間をか

けて編み上げることも想定しているので，この図の縦軸＆横軸は，プロダクト・イノベーションとプロ

セス・イノベーションそれぞれの累積効果となり，それら２軸で規定される空間上をプロ２・イノベー

ションの各ケースは軌跡（trajectory）を描きながら進んでいくという様になる。なお，クオンタム・リ

ープ型の実現には短期的なナレッジ創造がおこなわれ，ブレイド・アップ型の実現には中長期的なナレ

ッジ創造の編み上げが伴うものと考えられる。 

 

＜図－２．プロ２・イノベーション（２類型）＞ 
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＊（出所）小沢（2013）を修正 
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医療サービスにおける事例では，医療機器（群）の機能・性能向上を意味するプロダクト・イノベー

ション（累積効果）と，医師・技師の知恵と技量向上を意味するプロセス・イノベーション（累積効果）

のブレイド・アップ（編み上げ）によって，患者サイドから見た医療サービスの効用曲線レベルが上が

っていく様子が伺えるが，これを＜図３．医療サービスにおけるプロ２・イノベーション＞に示した。 

 

＜図３．医療サービスにおけるプロ２・イノベーション＞ 
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        ＊（出所）筆者 

 

４．プロ２・イノベーションとビジネスモデル 

 プロ２・イノベーションはビジネスモデルをイノベートする際に大きなパワーを持つ可能性があるこ

とが解ってきた。ここで，本報告におけるビジネスモデルとは，「①顧客のトータルプロセスのどこに・

どのように価値を創造し，②顧客とどのようなコミュニケーションを経て価値を享受して頂くか，③そ

の対価としての収益とコスト・利益はどのように配分するか，④その価値の創造に対して社内外の能力

をどのように結集するか，という全てに関する構造」を意味している。プロ２・イノベーションにおい

て，プロダクトの付加価値が単に高まるだけでは通常のプロダクト・イノベーションと変化は無いが，

例えプロダクト自体にはコストアップ要因となっても，顧客プロセスへの入り込み（取り込み）によっ

て新たな収益ポイントを手中に収める場合など，プロダクトとプロセスの共進化がビジネスモデルに変

革を及ぼす様々なケースが存在するのである。 

 

５．まとめ 

 野中（2012）は，「ビジネスモデル・イノベーション（BMI）とは，暗黙知をベースにして創造され

る高質な知を単にモノづくりに終わらせることなく，新たなやり方で価値に変える経営モデルに衣替え

することである」と述べている。この「単なるモノづくり」は従来型のプロダクト・イノベーションと

狭義のプロセス・イノベーションによるモノづくりを想定すればよいであろう。ここで着目すべき点は，

「新たなやり方で価値に変える」という点である。Osterwalder, A. and Pigneur, Y. (2010) によるビジ

ネスモデルキャンバスも確かに優れたツールであるが，ビジネスモデルを記載する際に必要となる「新

たなやり方」の発想の導出方法は試行錯誤に負うところが多いのも事実であろう。プロ２・イノベーシ

ョンの貢献としては，この「新たなやり方」に対する論理的アプローチのオプションを提供できること

である。すなわち，野中発言の後半部分「単にモノづくりに終わらせることなく，新たなやり方で価値

に変える経営モデル」を実現する方向性の一つとして，「単にモノづくりに終わらせることなく，プロ

２・イノベーションで価値に変える経営モデル」と考えて具体化していくことが可能である。つまり，

単なるひらめきに頼らず，より論理的にアイデアを導出し試行錯誤のピッチを速めて成功へ向かうこと

ができ，これがプロ２・イノベーションの意義だと考えるのである。 
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